
JP 6473164 B2 2019.2.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方端にペダル（２）を有し、かつ、他方に一方向ベアリング（１１）を装着したクラ
ンクボックス（４）を有する少なくとも１つのクランク（３）を装着し、クランクボック
スが各ペダルの前方に設置された、自転車または他のペダルで動く車両に備えるための装
置（１）であって、
　クランクボックス（４）は、フルート（５）を備え、クランクボックスは、ピン（１５
）を設けた固定構造（１４）に隣接し、クランクの運動は、フルート（５）内のピン（１
５）の運動によって制限され、クランクボックス（４）は、クランクボックスの中にねじ
りバネ（１３）を入れ子にし、複数のねじりバネの端部の一端は、クランクボックス（４
）に取り付けられ、他端は、その固定構造（１４）に取り付けられ、装置は、クランクシ
ャフトの複数のスプロケット（２４）のブレーキ機構（３０）を装着し、クランクシャフ
トの複数のスプロケット（２４）は、トランスミッションボックスの複数のスプロケット
（４１）に取り付けられ、トランスミッションボックス（４０）は、外側シャフト（５０
）を装着し、前記外側シャフトは、スロット（５１）を備え、前記外側シャフトは、その
中に内側歯付きシャフト（４３）を部分的に格納し、前記内側歯付きシャフト（４３）は
、前記外側シャフト（５０）の中を移動し、前記内側歯付きシャフト（４３）は、ラッチ
（５５）と一体化し、トランスミッションボックスの複数のスプロケット（４１）は、次
に、運動を前記外側シャフト（５０）に伝達する、ことを特徴とする装置（１）。
【請求項２】
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　ブレーキ機構（３０）が、ウェッジ（３２）を装着し、かつ、ブレーキ機構（３０）を
始動させるケーブル（３１）を装着し、ウェッジ（３２）は、ガイドを有する、ことを特
徴とする請求項１に記載の自転車または他のペダルで動く車両に備えるための装置（１）
。
【請求項３】
　ブレーキ機構（３０）が、バネ（３５）を装着し、バネは、ブレーキ機構を始動させる
ケーブル（３１）に接続され、前記バネは、また、ウェッジの頂部（３３）に接続されて
いる、ことを特徴とする請求項２に記載の自転車または他のペダルで動く車両に備えるた
めの装置（１）。
【請求項４】
　内側歯付きシャフト（４３）が、歯付きシャフト（６０）によって始動される、ことを
特徴とする請求項１に記載の自転車または他のペダルで動く車両に備えるための装置（１
）。
【請求項５】
　歯付きシャフト（６０）が、内側歯付きシャフト（４３）に対して垂直である、ことを
特徴とする請求項４に記載の自転車または他のペダルで動く車両に備えるための装置（１
）。
【請求項６】
　ラッチは、バネによって始動される、ことを特徴とする請求項１に記載の自転車または
他のペダルで動く車両に備えるための装置（１）。
【請求項７】
　内側歯付きシャフト（４３）が、ニッチ（４４）を備え、前記ニッチは、ラッチバネ（
５６）を入れ子にし、ラッチ（５５）は、ラッチバネ（５６）によって始動される、こと
を特徴とする請求項１に記載の自転車または他のペダルで動く車両に備えるための装置（
１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新たに組み立てられる自転車または他のペダルで動く車両に備えられ、かつ
、追加導入によって現在存在する車両に連結されうる装置であって、ユーザからそれほど
多くの努力、バランスおよび／または力を必要とすることなく、１つ以上のペダルまたは
１つ以上のハンドルを動作させることにより、これらの自転車または車両が運転されるこ
とを可能にする装置に関する。
【０００２】
　反対に、容易に作動され、かつ、特別なスキルを必要としない機構を、自転車は装着し
ている。
【０００３】
　この機構を始動させる脚または腕の運動が垂直に行われるので、換言すれば、運動が、
下方、上方、下方、上方などであるので、この機構は、すべての人によって使用されうる
と共に、身体障害を有する人々にとって特に有用である。
【背景技術】
【０００４】
　クランクを用いて、通常、ペダルによって始動される自転車または他のペダルで動く車
両に取り付けられた歯車を運転させるいくつかの装置が、既に存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、本発明の装置のように、いくつかの技術的な問題、例えば次に言及され
る問題を解決することができる装置は存在しない。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　まず、本発明の装置は、従来のクランク運動（すなわち、円運動）を伴う自転車が有す
る中立ずれ（ｎｅｕｔｒａｌ　ｓｈｉｆｔ）の問題を解決することができる。
【０００７】
　実際、従来の自転車を運転するために、クランクは、垂直位置に整列されることができ
ない。
【０００８】
　したがって、２つのクランク、本発明では必須ではないものが存在するときはいつでも
、それらは、中立の問題を回避する垂直位置に決して整列されることはない。
【０００９】
　本発明では、複数のクランク（またはクランク）は、円の小さな弧を作るのみであり、
３６０°の回転ではない。
【００１０】
　このように、（私たちが便宜上サイクリストとして指定するであろう）本発明の装置を
搭載した車両におけるユーザの運動は、彼の両足または片足を用いて、下方、上方、下方
、上方の繰り返しの運動においてなされ、各ペダルの上方の運動はバネによって確保され
ているので、両方のペダル（または片方のペダル）における下方の圧力のみを必要とする
。
【００１１】
　サイクリストが、片足または片手を用いて、単純な反復運動を実行できるが、通常の円
運動を実行できないであろう装置を開発することに、懸念が示された。
【００１２】
　同様に、便宜上、いかなるペダルで動く車両も、ここから先は、自転車として称される
。
【００１３】
　本発明の別の目的は、標準の長さよりも大きな長さを有し、かつ、この事実にもかかわ
らず、決して自転車の前輪に接触しない２つのクランクまたは単一のクランクを使用する
ことである。
【００１４】
　クランクが、標準のクランクよりもかなり大きく、前輪には触れないという事実は、サ
イクリストがカーブしようとする場合は特に、安全性の観点から極めて重要である。
【００１５】
　実際に、本発明では、各クランクは、９０°より小さな小回転に制限されている。
【００１６】
　この理由のために、クランクシャフトは、通常よりも自転車の前輪に非常に近くに在り
得、クランクに標準的な装置で使用されるシャフトよりもかなり大きなシャフトを持たせ
ることを可能にする。
【００１７】
　また、運転者の位置がさらに後方になるにつれて、クランクがより大きくなりうる。
【００１８】
　３輪車の場合、サイクリストは、通常、車輪の後部シャフトの上方に座る、というのは
、この位置が、自転車におけるよりも、より後方にあるためである。
【００１９】
　この種類の３輪車では、クランクは、より大きな長さを有するであろうし、ハンドルを
用いて始動されうる。
【００２０】
　クランクのシャフトがより大きくなるにつれて、サイクリストから必要とされる力は、
より少なくなる。
【００２１】
　一般的には、いわゆるハンドバイクにおいて、駆動輪は、前輪であり、サイクリストの
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重量が実質的にその車輪に移されることを意味することを、付け加える必要がある。
【００２２】
　これは、特に、前輪が牽引力なしに制御不能に回転したままとなるかもしれない滑りや
すい舗道において、不便である。
【００２３】
　この不便さは、現在の発明によって解決される。というのは、駆動輪（または車輪）が
、サイクリストの重量が移される後部に位置しているためである。
【００２４】
　この他、自転車が高められた速度を維持している間、サイクリストがペダルの上に足を
置いて快適に休めるように、本発明の装置は、また、１つのクランクまたは複数のクラン
クを静止したままになるように、停止されうる。
【００２５】
　また、クランクシャフトは、チェーンのスプロケット（チェーンリング）の前にあり、
換言すれば、前述したように、そのシャフトは、自転車の前輪に近い。このように、本発
明の装置が、使いやすい速度比を可能として、したがって、クランクシャフトによって直
接に作動されるスプロケットからの追加された重みの問題を解決するギアボックスと、標
準的な自転車に装備されていない構造とを一体化することが、重要である。
【００２６】
　装置が、身体障害を有する人々、すなわち、特に困った状況でギアを変更すると共に容
易さと快適さの増大を実現する必要がある脚切断者に、特に関心を持つことを考慮するこ
とが、必要である。
【００２７】
　装置は、また、コンパクトであることを意図され、かつ、サイクリストがギアで自分自
身を負傷させることを避けるように、かつ、ギアを劣化させる埃または他の汚れからギア
を保護するために、カバーを用いて密封されたままとなるように、意図されている。
【００２８】
　いくつかの利点を有する、これらのおよび他の技術的特徴が、以下で詳細に説明される
。
【００２９】
　本発明は、少なくとも１つのクランクを装着した、自転車または他の従来のペダルで動
く車両に搭載された装置に関する。
【００３０】
　このクランクは、右足に関するので、その運動は、反時計回りに１２から６に、または
時計回りに６から１２にのみに発生する９０°よりも小さな小回転に制限される。
【００３１】
　左のクランクに関しては、対応する運動は、時計回りの１２から６に、または反時計回
りの６から１２にのみに発生しうる。
【００３２】
　各クランクは、その最後端に、一方向ベアリングボックスを装着したボックスを呈する
。というのは、装置は、各クランクが他方端にペダルまたはハンドルを装着しているため
である。
【００３３】
　関係する一方向ベアリングは、クランクシャフトに伝達されるようにペダルを押し下げ
たときに、ユーザが実行する運動（ほぼ垂直運動）を可能にするが、ペダルが、ねじりバ
ネを用いて、反対の運動、上向きから下向きへの運動を行うときに、この運動は、シャフ
トに伝達されない。
【００３４】
　また、上述のクランクボックスは、フルート（ｆｌｕｔｅ）を備え、ボックスは、ピン
を装着した固定構造に隣接し、クランクの運動は、フルートの中のピンの運動によって制
限され、ボックスは、その下端にねじりバネを入れ子にし、複数のねじりバネの一方は、
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このボックスに取り付けられ、他方端は、固定構造に取り付けられ、装置は、クランクシ
ャフトの複数のスプロケットのためのブレーキ機構を装着し、クランクシャフトの複数の
スプロケットは、チェーンリングのクランクシャフトを動かすトランスミッションボック
スの複数のスプロケットに取り付けられている、ことを特徴とする。
【００３５】
　用語「フルート」は、言葉の伝統的な意味に関し、すなわち、溝、レールまたはガイド
に関する。
【００３６】
　クランクシャフトのスプロケットのブレーキまたはロック／ロック解除の機構は、自転
車のハンドルバーに設置されたハンドルを介して制御されるケーブルによって、始動され
なければならない。
【００３７】
　ロック解除位置では、ケーブルは、ブロックに対してバネを圧縮する。バネは、ウェッ
ジに接続されているので、上方位置において、バネをスプロケットから離したままに保ち
、スプロケットの運動を妨げない。
【００３８】
　バネが伸びるとき、ハンドルがケーブルを解放するために使用されるたびに起こる何か
、ウェッジであって、そのピンに対するガイドとして機能するマークを有することができ
るウェッジは、下降して、ピンが複数のスプロケットをロックするまでピンを下降させ、
複数のスプロケットが動くことを妨げるであろう。
【００３９】
　このブレーキ機構は、ガイドおよびケーブルを用いて、ちょうどウェッジに対して短縮
されうる。
【００４０】
　ケーブルが解放されるたびに、ウェッジは、重力を介して下降して、クランクシャフト
の複数のスプロケットを阻止するであろう。
【００４１】
　このブレーキ機構は、ケーブルによって制御されたブロックを用いてバネによって作動
されるガイドを有するウェッジを装着すること、または、ケーブルによって作動されるガ
イドを有するウェッジを単に装着することのどちらかを、特徴としている。
【００４２】
　本発明の装置は、また、２重シャフトトランスミッションボックス（一方が他方の内部
）、スロットを有する外側シャフト、少なくとも部分的に歯付きの内側シャフト、先のシ
ャフトに一体化された未結合のラッチ、次にトランスミッションボックスのスプロケット
にラッチするラッチを有し、外側シャフトは、チェーンリングのモータシャフトであるこ
とを特徴とし、かつ、歯付きの内側シャフトは、歯付きシャフトが回転しているときに歯
付きの内側シャフトを移動させる歯付きシャフトに取り付けられていることを特徴とする
。
【００４３】
　歯付きシャフトは、始動されて、その軸の周りを回転するとすぐに、その歯であって、
トランスミッションボックスの内側シャフトの歯に取り付けられた歯が、このシャフトと
、このシャフトに一体化されたラッチとを、横方向に移動させる。
【００４４】
　他方、ラッチは、その横方向の運動中に、トランスミッションボックスの外側シャフト
のスロットを通って進むであろうと共に、次にこのボックスのスプロケットにラッチする
。スプロケットは、好ましくは、ラッチの頂部が収まる１以上のギャップを備えるであろ
う。
【００４５】
　このように、トランスミッションボックスの所定のスプロケットの運動は、ラッチに伝
達され、その前面をトランスミッションボックスの外側シャフトに対して押し付ける。こ
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のように、外側シャフトは、そのスプロケットの運動に伴って速度を得るであろう。
【００４６】
　本発明の装置は、また、歯付きシャフトがボックス内に収納され、このボックスが外蓋
を装着し（内蓋を装着することも可能性がある）、ボックスも中蓋および上蓋の双方を装
着し、ここで、中蓋が、ねじりバネを装着し、ねじりバネの両端の一方に取り付けられ、
他方端で歯付きシャフトの頂部に取り付けられていることを、特徴とする。
【００４７】
　歯付きシャフトのボックスの上蓋が、自転車のハンドルバー内に設置されたハンドルを
介して始動されうるケーブルの作動によって回転するとき、歯付きシャフトの頂部は、回
転し、また、トランスミッションボックスの内側歯付きシャフトの運動を伝達する。
【００４８】
　このケーブルが引っ張られるたびに、歯付きシャフトは、その軸の周りを回転し、それ
自体の周りにバネを回転させ、バネを張力下のままにする。
【００４９】
　ケーブルが解放されると、バネは自動的に張力を失い、シャフトの頂部に取り付けられ
ている間、シャフトを反対方向に回転させる。
【００５０】
　このように、歯付きシャフトの頂部が時計回りまたは反時計回りに回転するかどうかに
よって、トランスミッションボックスの内側歯付きシャフトは、自転車の一方の側から他
方へ横方向に移動する。
【００５１】
　始動時に、説明したように、内側歯付きシャフト、（このシャフトに接続されている）
ラッチは、次に、トランスミッションボックスの複数のスプロケットに係合するであろう
。
【００５２】
　このように、クランクシャフトに連結された複数のスプロケットは、トランスミッショ
ンボックスのいくつかのスプロケットを回転させ、恒久的に対（前面に１つ、後面に別の
１つ）で、それらに係合するであろう。ラッチは、次に、トランスミッションボックスの
１つのスプロケットに係合することによって、前記トランスミッションボックスの外側シ
ャフトにそのスプロケットの運動を伝達する。
【００５３】
　一方、クランクに結合されたスプロケットならびにブレーキ機構は、カバーによって保
護されている。
【００５４】
　上述されたことの結果として、本発明の装置は、単純であり、サイクリストは、１つの
ペダルで地面に垂直に下降力を加えることによって、簡単に車両を移動させることを可能
にする。
【００５５】
　本発明は、優れた重量／耐性比と、占有されるスペースを最小化するサイズとを有する
材料を使用することによって、構築されうる。
【００５６】
　実施例として示される添付の図面では、次のように、述べられた本発明の装置およびそ
の部品を観察することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の装置（１）を一体化する自転車の斜視図を示す。
【図２】別の斜視図において前の図の自転車を示す。
【図３】同一の自転車であるが図１に関して１８０°回転された自転車の斜視図を示す。
【図４】同一の自転車であるが図２に関して１８０°回転された自転車の斜視図を示す。
【図５】クランクの２つのボックス（４）のそれぞれの直径を有する水平面であって、斜
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視図によって示される平面を示す。
【図６】本発明の装置の斜視図を示す。
【図７】前の図における自転車であるが、前輪、ハンドルバーおよびフレームの一部を除
いた自転車を示す。
【図８】前の図が詳述された図を示す。
【図９】前の図に示される自転車であるが、前輪および各フォークを除いた自転車を示す
。
【図１０】垂直にかつ水平に切断された本発明の装置を示す。
【図１１】ブレーキ機構（３０）の斜視図を示す。
【図１２】ブレーキ機構（３０）の斜視図を示す。
【図１３】本発明の装置の分解斜視図を示す。
【図１４】本発明の装置の分解斜視図を示す。
【図１５】自転車を伴う本発明の装置であって、図１３に関して約９０°回転された装置
の分解透視図を示す。
【図１６】図１４に関して約９０°回転された本発明の装置の分解斜視図を示す。
【図１７】図１３の場合よりも大きな縮尺において、トランスミッションボックスの構成
部品の一部を示す本発明の装置の分解斜視図を示す。
【図１８】図１４の場合よりも大きな縮尺で、本発明の装置の一部を示す本発明の装置の
分解斜視図を示す。具体的には、これらの図は、以下を説明する。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　図１には、本発明の装置（１）を一体化する自転車の斜視図が示され、この斜視図は、
各クランク（３）であって、示されている自転車において２つある各クランク（３）と、
その後端に連結されたボックス（４）と、その前端におけるペダル（２）とを有し、それ
ら（３）の運動のそれぞれは、各シャフトを始動させ、かつ、各スプロケット（２４）を
動かし、これらも視認可能であり、歯付きシャフトボックス（６３）を視認可能にしてい
る。
【００５９】
　図２には、別の斜視図において前の図の自転車が示され、この斜視図は、ブレーキ機構
（３０）および各始動ケーブル（３１）ならびにトランスミッションボックスを始動する
ケーブル（４２）をより良く示し、ケーブル（４２）は、ハンドルバーに設置されたハン
ドルによって作動される。
【００６０】
　図３には、同一の自転車であるが図１に関して１８０°回転された自転車の斜視図が示
され、右側のクランク（３）と、クランクシャフト（２４）の複数のスプロケットと、チ
ェーンリング（２３）とが視認可能であり、それらの間の運動の伝達は、いくつかのシャ
フトを介して行われ、それらの（歯付きシャフト）の１つは、各ボックス（６３）内に位
置し、また図に示されている。
【００６１】
　図４には、同一の自転車であるが図２に関して１８０°回転された自転車の斜視図が示
され、右側のクランクと、後端のペダルと、前端のボックス（４）と、クランクシャフト
を保持する固定構造（１４）とが、明らかに視認可能である。
【００６２】
　図５には、クランクの２つのボックス（４）のそれぞれの直径を有する水平面であって
、斜視図によって示される平面が示され、各ボックス（４）への各クランク（３）の接続
が視認可能であり、また、これらのボックス（４）のそれぞれの一方向ベアリング（１１
）と、これらのボックス（４）のそれぞれの内側に置かれるねじりバネ（１３）と、クラ
ンクシャフト（２０）を保持する固定構造（１４）であって、示されていて、それぞれが
ベアリング（１２）を有する固定構造（１４）とが視認可能であり、また、クランクシャ
フトの複数のスプロケット（２４）と、トランスミッションボックスの複数のスプロケッ
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ト（４１）と、チェーンリング（２３）と、これらのスプロケット（２４）の運動がそれ
ら（２３）に伝達されることを可能にする３つのシャフトであって、それぞれ、歯付きシ
ャフト（６０）、内側歯付きシャフト（４３）および外側シャフト（５０）である３つの
シャフトと、内側歯付きシャフト（４４）のニッチとが視認可能である。
【００６３】
　図６には、本発明の装置の斜視図が詳述され、トランスミッションボックス（４２）を
始動させるケーブルと、チェーンリング（２３）と、クランクシャフトの複数のスプロケ
ット（２４）と、自転車の右側のボックス（４）と、固定構造（１４）と、歯付きシャフ
トのボックスの歯付きシャフト（６１）と頂部、上蓋（６４）および中蓋（６５）とが視
認可能である。
【００６４】
　図７には、前の図における自転車であるが、前輪、ハンドルバーおよびフレームの一部
を除いた自転車が示され、次の図、図８において詳細に領域を示している。
【００６５】
　図８には、前の図が詳述され、ここで、本発明の装置が垂直に切断され、この図は、内
側歯付きシャフトの縦シャフトと、トランスミッションボックスを始動させるケーブル（
４２）の裸部分と、トランスミッションボックス（４０）自体と、そのボックスの内側歯
付きシャフト（４３）と、ラッチ（５５）およびこのシャフトのニッチにおいて一体化さ
れた各バネ（５６）と、歯付きシャフトのボックスの外蓋（６７）および内蓋（６８）と
、ボックス（６３）自体および歯付きシャフトのこの同じボックス（６３）の上蓋（６４
）および中蓋（６５）と、このシャフト（６１）の頂部と、を示す。しかしながら、シャ
フトの全体の展開であって、そのシャフトの歯付き形態が内側歯付きシャフト（４３）に
係合するであろう全体の展開は、示されておらず、また、トランスミッションボックスの
外側シャフト（５０）において回転するトランスミッションボックスの複数のスプロケッ
ト（４１）は、視認可能であり、外側シャフト（５０）は、次に、チェーンリングのモー
タシャフトとして作動する。
【００６６】
　図９には、前の図に示される自転車であるが、前輪および各フォークを除いた自転車が
示され、図１０において詳細に領域を示している。
【００６７】
　図１０には、垂直にかつ水平に切断された本発明の装置を示す前の図が詳述され、この
図は、クランクシャフト（２０）の縦シャフトを含み、装置のこの部分は、自転車の前輪
に近くて、第１象限に対応する部分であって、ブレーキ機構を除いて表されていない部分
である。各クランクボックス（４）の一方向ベアリング（１１）と、これらのボックスの
フルート（５）と、固定構造のベアリング（１２）と、これらのボックス（４）の内側端
内で入れ子にされたねじりバネ（１３）と、クランクシャフトのアンダーカットに嵌め込
まれた圧力リング（１０）であって、そのシャフト（２０）の端に置かれた圧力リング（
１０）と、ブレーキ機構（３１）およびトランスミッションボックスをそれぞれ作動させ
るケーブル（４２）とを視認可能である。
【００６８】
　図１１には、ブレーキ機構（３０）の斜視図が詳述され、この斜視図は、固定機構（１
４）を示し、ここで、ウェッジの頂部（３３）は、バネ（３５）の圧縮により上方位置に
あり、これは、ウェッジピン（３４）がスプロケット（２４）にラッチされていないため
、クランクシャフト（２４）のスプロケットが、ロックされていないことを意味する。
【００６９】
　図１２には、ブレーキ機構（３０）の斜視図が詳述され、ここで、バネ（３５）がケー
ブル（３１）による張力下にはなく、ウェッジ（３２）を下降させて各ピンをクランクシ
ャフトのスプロケットにラッチさせることを可能にし、スプロケットが移動することを妨
げる。
【００７０】
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　図１３には、本発明の装置の分解斜視図が詳述され、トランスミッションボックスに関
連する装置の部分が視認可能であり、歯付きシャフトボックスの外蓋と、前記ボックスと
、その内蓋であって、歯付きシャフトに係合するようにトランスミッションボックスの内
側歯付きシャフトに対する開口部を有する内蓋と、この内側シャフトにおいて一体化され
たラッチおよびラッチバネと、ねじりバネが保持された歯付きシャフトのボックスの中蓋
と、歯付きシャフトの頂部に接続され、かつ、トランスミッションボックスのケーブルが
張力下にあるときに回転する同一のボックスの上蓋と、が連続して表される。この上蓋は
、歯付きシャフトも回転させ、かつ、トランスミッションギアを運転させ、これは、ケー
ブルが解放されると、歯付きシャフトが、ねじりバネの協同作用によって反対方向（反時
計回り）に回転することを意味し、このねじりバネは、一方端において歯付きシャフトの
頂部に接続され、かつ、他方端において、歯付きシャフトボックスの中蓋と、圧力リング
と、ベアリングと、別の圧力リングと、トランスミッションボックスの３つのスプロケッ
ト（４１）であって、スペーサリングによって分離された３つのスプロケットと、トラン
スミッションボックスの外側シャフトであって、そのスロットが視認可能な外側シャフト
と、別のベアリングおよび別の圧力リングであって、この連続体の端においてチェーンリ
ングを案内する別のベアリングおよび別の圧力リングとに接続されている。
【００７１】
　図１４には、本発明の装置の分解斜視図が詳述され、固定ペダルを有するクランク（３
）と、圧力リング（１０）と、クランクのボックス（４）と、ねじりバネ（１３）と、固
定構造（１４）の要素と、クランクシャフトの複数の（３つの）スプロケット（２４）と
、このシャフト（２０）と、自転車のフレームの他方側の固定構造（１４）の他の要素と
、フレームのその側からの、ねじりバネ、クランクボックス、圧力リングおよびクランク
の連続体とを、視認可能である。
【００７２】
　図１５には、自転車を伴う本発明の装置であって、図１３に関して約９０°回転された
装置の分解斜視図が詳述され、回転は、反時計周りになされ、左から右に、チェーンリン
グ（２３）と、トランスミッションボックス（４０）と、スペーサリング（７０）によっ
て分離されたトランスミッションボックスの複数のスプロケット（４１）と、圧力リング
（１０）によって並ばれたベアリング（１２）と、歯付きシャフトのボックスの上蓋（６
４）および中蓋（６５）と、ならびに、トーションバネ（６２）と、トランスミッション
ボックスの内側歯付きシャフトと、歯付きシャフトと、ラッチおよびラッチバネと、歯付
きシャフトのボックスの内蓋（６８）および外蓋（６７）と、その中間のそのボックス（
６３）とが視認可能である。
【００７３】
　図１６には、図１４に関して約９０°回転された本発明の装置の分解斜視図が詳述され
、回転は、反時計回りになされ、左から右に、クランク（３）と、圧力リング（１０）と
、クランクボックス（４）と、ねじりバネ（１３）と、固定構造（１４）と、クランクシ
ャフト（２０）と、クランクシャフトの複数の（３つの）スプロケット（２４）と、別の
固定構造（１４）と、別のねじりバネ（１３）と、別のクランクボックス（４）と、別の
圧力リング（１０）と、別のクランク（３）とが視認可能である。
【００７４】
　図１７には、図１３の場合よりも大きな縮尺において、トランスミッションボックスの
構成部品の一部を示す本発明の装置の分解斜視図が詳述され、歯付きシャフトのボックス
の上蓋（６４）および中蓋（６５）と、トーションバネ（６２）と、歯付きシャフト（６
０）およびそのネジ頂部と、トランスミッションボックスの内側歯付きシャフト（４３）
およびそのニッチ（４４）と、ラッチバネ（５６）と、ラッチ（５５）およびその前面（
５７）と、トランスミッションボックスの複数のスプロケットの１つにおける複数のスロ
ット（４５）の１つと、トランスミッションボックス（５０）の外側シャフトおよびその
スロット（５１）とが、明確に視認可能である。
【００７５】
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　図１８には、図１４の場合よりも大きな縮尺で、本発明の装置の一部を示す本発明の装
置の分解斜視図が詳述され、左から右に、クランクボックス（４）と、このボックスのフ
ルート（５）と、ねじりバネ（１３）と、固定構造のピン（１５）および固定構造（１４
）自体と、クランクシャフトの凹部（２１）およびクランクシャフト（２０）自体と、そ
の複数のスプロケットと、別のピン（１５）と、別のねじりバネ（１３）と、別のクラン
クボックス（４）との連続体が、視認可能である。
【００７６】
　さらに詳細には、前の図は、本発明の装置の可能な特徴の１つを示し、ここで、本発明
の装置は、クランク（３）の運動を妨げるブレーキ機構（３０）を装着している。
【００７７】
　実際、機構のケーブル（３１）がコイルバネ（３５）を解放するとき、ウェッジ（３２
）は、下降して、クランクシャフトの複数のスプロケット（２４）の１つの歯にラッチし
、このシャフト（２０）の運動を妨げ、したがってクランク（３）の運動をも妨げる。
【００７８】
　反対に、ケーブル（３１）が、バネ（３５）を圧縮するとき、バネ（３５）は、収縮し
て、バネ（３５）が接続されているウェッジ（３２）を運ぶ上昇運動を成し、図に示され
るように、接続は、ウェッジの頂部（３３）を介して達成されうる。
【００７９】
　ブレーキ機構を作動させるケーブル（３１）は、ハンドルバーに設置されたハンドルを
介して始動されなければならない。
【００８０】
　このブレーキ機構（３０）が作動されていないときはいつでも、サイクリストは、ペダ
ル（２）またはハンドルに力を加えることによってクランク（３）を運転させると、各ク
ランクのボックス（４）を回転させてねじりバネ（１３）に張力を加えるであろう。この
回転運動は、すべてのボックスに存在するフルート（５）を通過するピン（１５）によっ
て制限される。
【００８１】
　クランク（３）の運動は、ピン（１５）がフルート（５）の一方端から他方へと実行で
きる運動によって正確に制限される。
【００８２】
　サイクリストが、足の上下運動を介してクランクに力を加えるとすぐに、そのクランク
のボックス（４）は、もう動くことができなくなるまで、換言すれば、ピン（１５）がフ
ルート（５）の他方端に傾くまで、回転し、クランクを地面に最も近いその最下位置に移
動させる。また、一旦、ねじりバネ（１３）に張力を加えた運動がなされると、これは、
戻りの下上運動を実行させるようにクランクに力を加えて、クランクをその初期位置に戻
すであろう。
【００８３】
　ねじりバネ（１３）は、クランクボックス（４）の下端内に入れ子にされ、その両端の
一方をこのボックスに取り付け、他端を前記ボックス（４）に隣接する固定構造（１４）
に取り付けている。
【００８４】
　本発明の一部でもあり、クランクシャフトによって直接に作動される複数のスプロケッ
ト（２４）からの追加された重さに関する問題を解決することを目的とするトランスミッ
ションボックス（４０）については、その動作および概念が、以下に詳述するように、な
されうる。
【００８５】
　トランスミッションボックス（４２）を始動させるケーブルは、歯付きシャフトのボッ
クス（６４）の上蓋を回転させる。
【００８６】
　この運動は、歯付きシャフト（６０）に、その頂部（６１）を介して伝達され、頂部（
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６１）は、ねじりバネ（６２）の両端の一方をロックするようにリベット留めされる。
【００８７】
　歯付きシャフト（６０）が、その縦軸の周りに、回転するかどうかに応じて、一方側ま
たは他方に、このバネ（６２）を張力下にまたは解放されたままにする。
【００８８】
　ケーブル／バネ（４２／６２）の対の作用を介して、このシャフト（６０）が回転し、
歯付きシャフト（４３）、トランスミッションボックスの下方歯付きシャフトに係合して
、横方向に、換言すれば、自転車の車輪のアライメントと垂直に移動する。
【００８９】
　この内側歯付きシャフト（４３）は、ラッチ（５５）をバネ（５６）と一体化し、前記
シャフト（４３）がニッチ（４４）を設けることを可能にする。
【００９０】
　このラッチ（５５）は、トランスミッションボックス（４１）の単一のスプロケットで
あって、クランクシャフトのスプロケット（２４）に接続している間、高速で回転するス
プロケットとラッチするとすぐに、そのたびに、係合されたスプロケットに、回転運動を
伝達させる。
【００９１】
　次に、前面（５７）を有するラッチ（５５）は、スプロケットがトランスミッションボ
ックス（４１）内で回転する、この回転運動をトランスミッションボックスの外側シャフ
ト（５０）に伝達する。外側シャフトのスロット（５１）内に、ラッチが置かれている。
【００９２】
　次に、外側シャフト（５０）は、チェーンリング（２３）のモータシャフトとして動作
する。
【００９３】
　ラッチ（５５）は、好ましくは、横方向に斜角面取りした頂部を有する。というのは、
ラッチ（５５）は、内側歯付きシャフト（４３）がラッチ（５５）を制御する方向にある
ためである。
【００９４】
　トランスミッションボックスの複数のスプロケット（４１）が高速で回転する。内側歯
付きシャフト（４３）によって、かつ、その横方向の運動に合わせて制御されるラッチ（
５５）は、複数のスプロケットの１つの凹部（４５）を見つけるたびに、各バネ（５６）
の作用によって、スプロケットの運動を伝達することによって、凹部（４５）内に入れ子
になる。ラッチ（５５）は、チェーンリング（２３）のモータシャフトであるトランスミ
ッションボックスの外側シャフト（５０）にラッチされる。
【符号の説明】
【００９５】
　１　（自転車の場合における）本発明の装置
　２　ペダル
　３　クランク
　４　クランクボックス
　５　フルート
　１０　圧力リング
　１１　一方向性ベアリング
　１２　ベアリング
　１３　ねじりバネ
　１４　固定構造
　１５　ピン
　２０　クランクシャフト
　２１　クランクシャフトの凹部
　２３　チェーンリング
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　２４　クランクシャフトの複数のスプロケット
　３０　ブレーキ機構
　３１　ブレーキ機構を始動させるケーブル
　３２　ウェッジ
　３３　ウェッジ頂部
　３４　ウェッジピン
　３５　ブレーキ機構のバネ
　４０　トランスミッションボックス
　４１　トランスミッションボックスの複数のスプロケット
　４２　トランスミッションボックスを始動させるケーブル
　４３　内側歯付きシャフト
　４４　内側歯付きシャフトのニッチ
　４５　トランスミッションボックスの複数のスプロケット内のスロット
　５０　外側シャフト
　５１　トランスミッションボックスの外側シャフトのスロット
　５５　ラッチ
　５６　ラッチバネ
　５７　ラッチの正面側
　６０　歯付きシャフト
　６１　歯付きシャフトの頂部
　６２　ねじりバネ
　６３　歯付きシャフトボックス
　６４　歯付きシャフトボックスの上蓋
　６５　歯付きシャフトボックスの中蓋
　６７　歯付きシャフトボックスの外蓋
　６８　歯付きシャフトボックスの内蓋
　７０　スペーサリング
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